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――＜ 理事会 報告 ＞―― 

［ 2003年７月４日(金)午後５時～６時半  (於) 高田ターミナルホテル ］ 
 表記の理事会が７月４日(金)午後５時から６時半過ぎまで、高田ターミナルホテル

で開催されました。理事１８名と事務局２名が参加し、下記の議題を審議、決定しま

したのでお知らせいたします。 

［ 議題 ］ 
（１）総会議案について 
 平成１４年度活動報告・決算(案)および平成１５年度活動方針・予算(案)につい

て、決算案・予算案の計算上のミスを修正してすべて承認した。 

（２）公告について 
  持ち回り理事会後の検討委員会による修正(会員の方の名前を伏したことは、断定

し難いとの判断をした以上、人権上の考慮からのものであったこと)を代表理事が説

明し、承認。その後、湯川教授(上智大学)と会員一人からの質問状への対応を審議

した結果、湯川教授に対しては代表理事が短く回答し、今後は学会としての対応は

しないことを知らせること、会員へは田中編集委員長が短く回答することで一任す

ることに決定し、検討委員会はこれで一応解散とすることとした。 

（３）次期大会開催校について 
  いくつか当たったが、今度は西の方ということで、愛知教育大学で開催すること

で内諾を得たとの原案を承認。 
（４）その他 
  特になし 
 

――＜ 総会報告 ＞―― 

理事会で承認された議案をすべて承認した。平成１５年度予算案については、予備

費 30 万円を新たに設ける修正案が出て、これが承認された。（ⅱ、ⅲページを参照） 
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日本カリキュラム学会 

 

    2003 年 7 月 6 日 

第 13 回大会年度決算報告（2002 年 4月 1日～2003 年 3 月 31 日） 

       

 項 目 予算額(円） 決算額(円）  

  学会費 3,700,000 3,804,000  

  入会金 100,000 120,000  

収入の部  寄付 0 110,000  

  雑収入 70,000 76,226  

  前年度繰越金 2,267,033 2,267,033  

 合 計 6,137,033 6,377,259  

       

 項 目 予算額(円） 決算額(円）  

  第 13 回学会大会経費 585,000 585,000  

 小計 585,000 585,000  

  第 12 号紀要刊行費 850,000 734,328  

  学会賞 0 0  

  印刷費（会報等） 300,000 207,690  

支出の部  通信費 600,000 613,270  

  事務局人件費 760,000 971,181  

  会合費（含む交通費） 500,000 505,780  

  消耗品費 100,000 48,872  

 財）日本学術協力財団賛助会費 50,000 50,000  

  各種委員会経費 400,000 248,909  

   編集委員会 200,000 193,339  

   広報委員会 50,000 0  

   国際交流委員会 150,000 55,570  

   研究委員会 0 0  

  次年度繰越金 1,992,033 2,412,229  

 合計 6,137,033 6,377,259  
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日本カリキュラム学会     

  2003 年 7 月 6 日 

第 14 回大会年度予算（2003 年 4 月 1日～2004 年 3 月 31 日予定）  

      

 項 目 予算額(円） 

  学会費 3,800,000  

収入の部  入会金 100,000  

  雑収入 70,000  

  前年度繰越金 2,412,229  

 合 計 6,382,229  

      

 項 目 予算額(円） 

  第 14 回学会大会経費準備費 585,000  

  第 13 号紀要刊行費 850,000  

 編集委員会 200,000

 広報委員会 50,000

 国際交流委員会 100,000

 

各種委員会経費

研究委員会 50,000

400,000  

  学会賞(50,000 円/1 名） 0  

支出の部  印刷費（会報等） 300,000  

  通信費 600,000  

  事務局人件費 760,000  

  会合費（含む交通費） 500,000  

  消耗品費 100,000  

  財）日本学術協力財団賛助会費 50,000  

  予備費 300,000  

  次年度繰越金 1,937,229  

 合計 6,382,229  
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――＜ 第１４回大会報告 ＞―― 

 

  第１４回大会は、上越教育大学で、７月５日・６日の２日間開催された。１日目

は、課題研究Ⅰ「学力評価とカリキュラム評価」で、初日の朝の会なので参加者数

を心配したが、予想をはるかに超える人数の、およそ２５０人ほどが集まり、立っ

て聞く人が出たほど盛況だった。残念ながらフロアからの質疑応答の時間が取れな

かったのは今後改善すべきだが、テーマのタイミングのよさもあってか、提案者同

士の発表ややり取りに聞くべきものがあり、大変よかった。反対に、公開シンポジ

ウムはほぼ同数の参加者があったが、論議が散漫で深まらず、研究者と教育実践家

との間の意見交流も不発に終わった憾がある。その他、自由研究発表は１、２日目

を通して熱のこもった発表や討論が多く、会員の活発な活動ぶりが伺えた。 

  夜の懇親会には、１００名以上の多数の参加者があり、大会校からは高田実行委

員長に加えて渡辺学長もご出席いただき、銘酒とともにおおいに盛り上がった。 

  ２日目は総会がもたれ、活動報告、会計監査の報告を含む平成１４年度決算報告

などが、公告については代表理事から、国際交流委員会報告は山口理事から報告が

あり、原案通り承認されたほか、平成１５年度予算案では、新たに「予備費」の項

目を立てる修正案が出て、修正が認められた。 

  午後の課題研究も多くの参加者が残って討論に参加し、遠距離の参加者は途中で

帰らざるを得ない状況だった。全体として、大変、有意義で盛会であった。 

  反省点としては、 

  １）２日目の終了時間を遅くとも３時までとする 

  ２）若い世代の研究者の会をもつ必要がある 

 などが挙げられよう。 

 

――＜ 事務局から ＞―― 

会費納入のお願い！ 年度が変わりました。学会費未納の方は、宛名ラベルのお名

前の下に、未納年度（年会費：一般 6,000円、学生 3,000円、法人 10,000円）を記載
しております。同封の振込用紙をご利用になり、できるだけ早く納入してください。

本学会の誇りの一つである高い納入率を維持するためにも、納入促進に会員のみなさ

まのご協力をよろしくお願い申し上げます。 

   

 〒169‐8050 東京都新宿区西早稲田１-６-１ 
 早稲田大学教育学部内 

日本カリキュラム学会 事務局 
TEL & FAX ０３－３２０４－９２４６ 
      or ０３－５２８６－１５６１ 
振替口座番号：00880‐0‐69090 
E‐mail：jscs@nifty.com 
学会の URL：http://www.edu.waseda.ac.jp/̃jscs/index.htm 


